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㧗綱理ᜨ† ఀ⸨⚽行 † ᐑ⏣฼᫛† ᯇ⏣ಙஅ †† 

ᙲଓ 

࣭日本のソフトウェア業界の人ᮦ⫱成は 2002 年に IT スキル標準（ITSS1)がⓎ表されるま

で、プログラ࣑ングゝㄒをᩍえた後は OJT（On-the-Job Training）で࢝バーするという非

య⣔的なᩍ⫱がなされてきた。 

࣭኱ᡭ SIer ྥけにసられた ITSS は኱௻業を୰ᚰに導入が進ࡔࢇが、୰ᑠのソフトウェア

ウスや情報Ꮚ会社のከくは⮬社業ົとの୙適合を理⏤に導入を᩿ᛕしており、現ᅾでもࣁ

య⣔的な人ᮦ⫱成が図られていないと推 される。 

࣭情報Ꮚ会社であるᘢ社でも ITSS⮬社業ົに合うようにᨵኚし導入してきたが（CPSS2）、 

「レベルุ定の仕組み」がᚰ理的な཯Ⓨやぢ೴しุ定などをᣍき活用度が㧗まらなかった。 

࣭そこで「人㈈⫱成のしくみ」として෌ᵓ⠏するために現場技術者を୰ᚰとした CPSS ᨵゞ

プロジェクトをⓎ㊊させ 3年にரり検討をおこなってきた。そこからぢえてきた課題とᨵ

ゞの方ྥ性を報告する。 

 

≔≑ଐஜ↝ IT ૙Ꮛ 

日本の IT 産業にヲしい同ᚿ社኱学୰⏣႐ᩥᩍᤵ[1]からᡝいたྂい日経新⪺のグ事があ

る。1992 年 6 ᭶ 6 日に៞᠕義ሿ኱学኱ᒾඖᩍᤵの「日本のソフト技術者 専門ᩍ⫱඘実の

必要」というグ事でୗグ要᪨が書いてある。 

࣭日本のソフトウェア業界のᩍ⫱は᭱ప㝈必要な PG ゝㄒのᩥ法のみをᩍえそれ以㝆は

OJTに㢗ったが、これは日本ㄒがヰせないእ国人に᭱ప㝈の日本ㄒᩥ法をᩍえ新⪺グ事

を書かせるようなものである。 

࣭日本の኱学ではయ⣔的なコンࣗࣆーࢱ⛉学をᩍえられるᩍᐁが⫱っていない。 

࣭CMMI を㛤Ⓨした࢝ーネࢠーメロン኱学のࣁンフࣜーᩍᤵは日本の IT 業界を視ᐹし、

ᑡᩘ኱௻業のソフトウェアရ㉁はⰋいがそのほかのソフトウェアࣁウスのṤどは᭱ప

ရ㉁のプロࢭスࡔと指᦬。 

経῭産業┬は 2002 年に IT プロフェッショࢼル人ᮦ⫱成を目的とした ITSS をබ㛤[2]、

以㝆኱ᡭ SIerを୰ᚰに ITSSの導入が進ࡔࢇが、IT௻業඲యとしては 28㸣に␃まっている。

約 40㸣の௻業がその理⏤として「ITSS が⮬社の業ົと୙適合」をᣲげている[3]。SI ジࣅ

ネスによりⓎᒎした日本のソフトウェア産業は、኱ᡭ SIerをトップにᏊ会社、Ꮮ会社にୗ

ὶᕤ⛬をアウトソースするୗㄳけ㝵ᒙ型ᵓ㐀がᙧ成されてきた[1]。また、ユーࢨ௻業も情

報Ꮚ会社を設立し IT業ົのアウトソース໬を進めた。こうしたᏊ会社や୰ᑠのソフトウェ

アࣁウスでは、ᑠ規ᶍの㛤Ⓨや保守࣭㐠㌿業ົが୰ᚰとなり、኱ᡭ SIerを୰ᚰにసられた

ITSSでは業ົ⮬యが合わなかったのである。 

                                                   
†ओ୰㟁シー࢕ࢸーアイ 人㈈㛤Ⓨࢭンࢱー ྡྂᒇᕷ 
†† 同上 CITP 
1) Information Technology Skill Standard 
2) Chuden CTI Professioinal Skill Standard 
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しかしながら、情報Ꮚ会社として㛤Ⓨより保守件ྡがᅽಽ的にከい୰、上ὶᕤ⛬（要件

定義）やプロジェクト࣐ネジメントを経㦂できる社員は㝈られ、㛤Ⓨ࣭保守୧方を඲て経

㦂することは現実的には୙ྍ能に㏆かった。そのため一㒊に経㦂できていないスキルがあ

るにもᣊわらࡎ、入社年ᩘを目Ᏻとしたレベル認定には必要なため、上ྖが「⥲合的に຺

案し経㦂あり」としてุ定するようになった。初∧ CPSS が⫱成ではなくレベルุ定の制度

とぢ೴されれば、このような事態は㑊けられࡎ、制度設計⮬యに問題があったといえる。 
 

この཯┬を㋃まえ現場技術者を୰ᚰとした௒ᅇのᨵ定プロジェクトでは、㛤Ⓨ࣭保守඲

ての業ົ経㦂を問うのではなく、有期で経㦂できかつ専門性がある業ົ⩌にศゎしたݦᧉ

Ў᣼を定義し、それを㞴᫆度にᛂࡌた−⇿∑でデ᩿するようにした(図㸰)。 

 ᧉЎ᣼↧↝ኬЎ҄ݦ↸Ꮀᆔⅺ ≔׋

 

 

 

 

 

 

 

 
 

≋≖≌ᚮૺ᪮Ⴘ↗ↆ↕ iCD ⇁੔ဇ⃴≡⇟⇓∑∝ኺ᬴↝೅แ҄↷↹ദᄩ↙৭੮ⅻӧᏡ↚ 

専門ศ㔝のスキルレベルのᢕᥱには、᭱新の iDC を᥇用した。初∧ CPSS では PM 経㦂の

ない技術者が保守の「要件定義」や「時間⟶理」を PMの「㺛㺘㺎㺪㺽㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢」や「㺞㺐㺯㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢」

とゎ㔘する౛がከかった。しかし技術者⮬らが iCD をベースに専門ศ㔝基準を⟇定してい

く୰で⅚ဇᛖ↝ॖԛ↝ྸᚐ↗↌↝σᡫᛐᜤができるようになり、保守業ົにおける「要件

定義」や「時間⟶理」が PMBOK で定義される「㺛㺘㺎㺪㺽㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢」や「㺞㺐㺯㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢」とは␗な

るという理ゎがඹ有された。iCDを฼用することでプロジェクト࣐ネジメントや要件定義で

のスキルᢕᥱがよりṇ確にᢕᥱできるようになった（図 3）。 
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ᘢ社においても 2006 年に社እࢧーࣅスを用いた ITSS デ᩿で技術者のレベルᢕᥱを㛤始

したが、実業ົ（シスࢸム保守、ゎᯒ業ົ）とのࣕࢠップ等から活用が⁫っていた。その

ため 2010 年よりྵئ↝ܱಅѦ↚ӳ↾↊↎⇟⇓∑೅แ（И༿ CPSS）をస成し㐠用してきた

が、これも現場の活用意ḧは㧗まらなかった。CPSS をⅤ২ᘐщ↝σᡫ↝↱↝ↄↆⅥとして

導入したため、 ること、つまり社員のレベルุ定ばかりに労力を๭いてしまい、⫢ᚰな

研ಟయ⣔の整ഛが行われなかった。また、現場からすると「レベルุ定の仕組み」とみな

されᚰ理的な཯Ⓨやぢ೴しุ定などをᣍきಙ㢗を得られなくなってしまった。そのため、

2015年の㟁力⮬⏤による経Ⴀ環境のኚ໬をዎ機とした㛗期ࣅジョンの⟇定を機に、ⅤʴᝠᏋ

঺↝˳ኒႎ↙ˁኵ↮Ⅵとしてのોᚖ༿ CPSS の⟇定プロジェクトを㛤始した。ࣅジョン㐩成

に必要なࢱスク、そのࢱスクを実行できる㧗度 IT人ᮦと必要ᩘなどをᨵめてὙいฟし、現

場技術者と⭸をワめて 3 年にரり検討をおこなってきた。そこからぢえてきた課題とᨵゞ

の方ྥ性を以ୗに整理する。 
 

≖≑CPSS ↝ᛢ᫆ 

 ܭᐯ↸ⅻሊئྵ≡ᚠ⃴ۀ∑⇛∙⇙≌≕≋

 初∧ CPSSは現場の㈇ᢸ㍍ῶと▷期に඲社ᒎ㛤するため、⟇定をコンࢧル会社に౫㢗した。

現場ࣄアࣜングをベースにコンࢧルഃでཎ案を⟇定し、現場代表者会議でᢎ認するという

ᙧをとったが、社員⮬らがస業や検討を行っていないため、「୚えられた基準」というឤが

 。えなかったことも活用を㜼ᐖする一ᅉであったࡄࡠ

そこで௒ᅇはヨ行㒊⨫をỴめ、現場の技術者⮬らが i ⊻⋞⋌⋠⋄⋞⊽⋄⋟⊩⊹⊽⊯⋆⋙≋iCD≌[4]を基

に必要なࢱスクをὙいฟし、必要スキルを定義していった。そのためస成に 2 年వのṓ᭶

を要したが、「⮬らがసった基準」として⣡得ឤを得られることができた。 
 

≋≕≌᧏ႆ∝̬ܣμ↕⇁ኺ᬴↖ⅼ↙ⅳ⃴≡Ꮀᆔⅺ↸ݦᧉЎ᣼↧ኬЎ҄ 

当社は保守࣭㐠用をベースに෌㛤Ⓨをᢸうことがコアࣅジネスであり、アプࣜࢣーショ

ンの㛤Ⓨ࣭保守の上ὶからୗὶまでを主導的にᢸうアプࣜࢣーションス࣌シࣕࣜスト（㸿

㹎㹑)をベース人ᮦとして位⨨づけている。技術㸭ရ㉁の㈐௵者やおᐈさまの㉸上ὶᕤ⛬

（௻⏬、要件定義ᕤ⛬）を支᥼する人ᮦを㸿㹎㹑のࣁイレベル人ᮦ（シࢽア、࢚グࢮクࢸ

として位⨨づけ、プロジェクト࣐ネージࣕ（㹎㹋）は㸿㹎㹑の୰から㹎㹋適性にඃ（ࣈ࢕

れた人ᮦを⫱成するキࣕࣜアフレームワークを設定している。また、レベルは㺫㺼㺎㺚㺍㺖から

㺒㺖㺜㺼㺖㺡㺆㺪㺼の 5 ẁ㝵に設定され、୰᰾的人㈈として入社 10 年を目Ᏻにアソシ࢚イトが設定

されている(図 И༿ ≕׋。(1 CPSS ↝ಒᙲ 
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しかしながら、情報Ꮚ会社として㛤Ⓨより保守件ྡがᅽಽ的にከい୰、上ὶᕤ⛬（要件

定義）やプロジェクト࣐ネジメントを経㦂できる社員は㝈られ、㛤Ⓨ࣭保守୧方を඲て経

㦂することは現実的には୙ྍ能に㏆かった。そのため一㒊に経㦂できていないスキルがあ

るにもᣊわらࡎ、入社年ᩘを目Ᏻとしたレベル認定には必要なため、上ྖが「⥲合的に຺

案し経㦂あり」としてุ定するようになった。初∧ CPSS が⫱成ではなくレベルุ定の制度

とぢ೴されれば、このような事態は㑊けられࡎ、制度設計⮬యに問題があったといえる。 
 

この཯┬を㋃まえ現場技術者を୰ᚰとした௒ᅇのᨵ定プロジェクトでは、㛤Ⓨ࣭保守඲

ての業ົ経㦂を問うのではなく、有期で経㦂できかつ専門性がある業ົ⩌にศゎしたݦᧉ

Ў᣼を定義し、それを㞴᫆度にᛂࡌた−⇿∑でデ᩿するようにした(図㸰)。 
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専門ศ㔝のスキルレベルのᢕᥱには、᭱新の iDC を᥇用した。初∧ CPSS では PM 経㦂の

ない技術者が保守の「要件定義」や「時間⟶理」を PMの「㺛㺘㺎㺪㺽㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢」や「㺞㺐㺯㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢」

とゎ㔘する౛がከかった。しかし技術者⮬らが iCD をベースに専門ศ㔝基準を⟇定してい

く୰で⅚ဇᛖ↝ॖԛ↝ྸᚐ↗↌↝σᡫᛐᜤができるようになり、保守業ົにおける「要件

定義」や「時間⟶理」が PMBOK で定義される「㺛㺘㺎㺪㺽㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢」や「㺞㺐㺯㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢」とは␗な

るという理ゎがඹ有された。iCDを฼用することでプロジェクト࣐ネジメントや要件定義で

のスキルᢕᥱがよりṇ確にᢕᥱできるようになった（図 3）。 
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≕≑ɶᩓ⇝∞⇬⇉∞⇈⇊↚ⅹↀ↺⇟⇓∑೅แݰλ↝ኺዾ 

ᘢ社においても 2006 年に社እࢧーࣅスを用いた ITSS デ᩿で技術者のレベルᢕᥱを㛤始

したが、実業ົ（シスࢸム保守、ゎᯒ業ົ）とのࣕࢠップ等から活用が⁫っていた。その

ため 2010 年よりྵئ↝ܱಅѦ↚ӳ↾↊↎⇟⇓∑೅แ（И༿ CPSS）をస成し㐠用してきた

が、これも現場の活用意ḧは㧗まらなかった。CPSS をⅤ২ᘐщ↝σᡫ↝↱↝ↄↆⅥとして

導入したため、 ること、つまり社員のレベルุ定ばかりに労力を๭いてしまい、⫢ᚰな

研ಟయ⣔の整ഛが行われなかった。また、現場からすると「レベルุ定の仕組み」とみな

されᚰ理的な཯Ⓨやぢ೴しุ定などをᣍきಙ㢗を得られなくなってしまった。そのため、

2015年の㟁力⮬⏤による経Ⴀ環境のኚ໬をዎ機とした㛗期ࣅジョンの⟇定を機に、ⅤʴᝠᏋ

঺↝˳ኒႎ↙ˁኵ↮Ⅵとしてのોᚖ༿ CPSS の⟇定プロジェクトを㛤始した。ࣅジョン㐩成

に必要なࢱスク、そのࢱスクを実行できる㧗度 IT人ᮦと必要ᩘなどをᨵめてὙいฟし、現

場技術者と⭸をワめて 3 年にரり検討をおこなってきた。そこからぢえてきた課題とᨵゞ

の方ྥ性を以ୗに整理する。 
 

≖≑CPSS ↝ᛢ᫆ 

 ܭᐯ↸ⅻሊئྵ≡ᚠ⃴ۀ∑⇛∙⇙≌≕≋

 初∧ CPSSは現場の㈇ᢸ㍍ῶと▷期に඲社ᒎ㛤するため、⟇定をコンࢧル会社に౫㢗した。

現場ࣄアࣜングをベースにコンࢧルഃでཎ案を⟇定し、現場代表者会議でᢎ認するという

ᙧをとったが、社員⮬らがస業や検討を行っていないため、「୚えられた基準」というឤが

 。えなかったことも活用を㜼ᐖする一ᅉであったࡄࡠ

そこで௒ᅇはヨ行㒊⨫をỴめ、現場の技術者⮬らが i ⊻⋞⋌⋠⋄⋞⊽⋄⋟⊩⊹⊽⊯⋆⋙≋iCD≌[4]を基

に必要なࢱスクをὙいฟし、必要スキルを定義していった。そのためస成に 2 年వのṓ᭶

を要したが、「⮬らがసった基準」として⣡得ឤを得られることができた。 
 

≋≕≌᧏ႆ∝̬ܣμ↕⇁ኺ᬴↖ⅼ↙ⅳ⃴≡Ꮀᆔⅺ↸ݦᧉЎ᣼↧ኬЎ҄ 

当社は保守࣭㐠用をベースに෌㛤Ⓨをᢸうことがコアࣅジネスであり、アプࣜࢣーショ

ンの㛤Ⓨ࣭保守の上ὶからୗὶまでを主導的にᢸうアプࣜࢣーションス࣌シࣕࣜスト（㸿

㹎㹑)をベース人ᮦとして位⨨づけている。技術㸭ရ㉁の㈐௵者やおᐈさまの㉸上ὶᕤ⛬

（௻⏬、要件定義ᕤ⛬）を支᥼する人ᮦを㸿㹎㹑のࣁイレベル人ᮦ（シࢽア、࢚グࢮクࢸ

として位⨨づけ、プロジェクト࣐ネージࣕ（㹎㹋）は㸿㹎㹑の୰から㹎㹋適性にඃ（ࣈ࢕

れた人ᮦを⫱成するキࣕࣜアフレームワークを設定している。また、レベルは㺫㺼㺎㺚㺍㺖から

㺒㺖㺜㺼㺖㺡㺆㺪㺼の 5 ẁ㝵に設定され、୰᰾的人㈈として入社 10 年を目Ᏻにアソシ࢚イトが設定

されている(図 И༿ ≕׋。(1 CPSS ↝ಒᙲ 
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≗≑CPSS ોᚖ↝૾Ӽࣱ 

≋≔≌Ꮀᆔ↗ↆ↕↝−⇿∑Йݦ↹↷ܭᧉЎ᣼≒−⇿∑↝ӧᙻ҄ 

  ඛほども述べたように、㛤Ⓨより保守件ྡがᅽಽ的にከい情報Ꮚ会社では上ὶᕤ⛬（要

件定義）やプロジェクト࣐ネジメントを経㦂できる社員は㝈られている。また、ඹ通⌜（標

準໬やࢹーࢱ⟶理等）も専門性が必要であり、経㦂㇏かな技術者にᅛ定することでࣜスク

をపῶするഴྥがある。こうした技術者ಶ人の特性により専門性を✚ࢇでいくことは、す

べての技術者が平等により῝く、よりᗈく経㦂を✚ࢇでいくことより現実的である。会社

にとって重要な事は、Ⅎݩஹ࣏ᙲ↙২ᘐᎍ↝Ⴘ೅⇁ٻ↭ⅺ↚৭੮ↆ⅚ℳྵנ↝২ᘐᎍ−⇿

∑↝ӧᙻ҄⇁ᘍⅳ⅚ℴႸ೅↚Ӽↀ↕ᚘဒႎ↚Ꮛ঺ↈ↺ことである。 

これまで初∧ CPSS では入社 10 年後の୰᰾人㈈としての「アソシ࢚イト」デ᩿が重要な

位⨨づけと認識されていた。筆者らはこれが㏫にṇ確なデ᩿と計⏬的な⫱成を㜼ࢇできた

と推 する。Ⅴ⇈⇣⇝⇎⇊⇮Ⅵ↝↷ⅵ↙Ԡᆅ⇁ࡑഥↆ⅚২ᘐᎍ↝ݦᧉЎ᣼≒−⇿∑ሥྸ⇁Ϊ

ܱↈ↺こともᨵ定のࡦとつの࢜プションである。 

 

 ≋≕≌∈⇧⇿∞⇝∍∙Ӽɥ↝↎↰↝ᅈٳᛐܭСࡇ↝෇ဇ 

レベル࿧⛠をᗫṆする場合、ࣔࢳベーション対⟇はどうすべきࢁࡔうか㸽 筆者らは情

報処理学会が平成 26年度に創設した認定情報技術者（CITP）をその代᭰とすることを提案

したい。CITP 制度は「㧗度な能力をᣢつ情報技術者をྍ視໬し、その社会的ᆅ位の確立を

図ること」[5]であり、以ୗの特ᚩをᣢつ。 

࣭IFIP-IP3より国際的な㧗度IT人ᮦプロフェッショࢼル資格制度の認定取得(2018年2᭶)。 

࣭継続的研鑽（CPD: Continuing Professional 

Development）による資格の3年更新 

特に継続的研鑽は、これからの㉸ス࣐ート社会にお

いて᭱も重要な能力となり、CDPポイントによる 3年更

新は学ࢳࣔࡪベーション⥔ᣢにᙺ立つ。 

ᘢ社では平成 27 年度より CITP 取得支᥼制度を創設

し、これまでに 21 ྡがಶ人認証されており、⮬社内の

コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽ活動も活Ⓨに行われている(図 4)。 

 

≗≑˳ኒႎ↙ᄂ̲↝ૢͳ 

≋≔≌PBL ⇁⇿∞⇟↗ↆ↎˳ኒႎ↙ IT ܱោᄂ̲↝ૢͳ 

ෑ㢌に述べたように日本のソフトウェア業界では非య⣔的な OJT ベースの研ಟが㛗く続

いてきたが、当社でも初∧ CPSS 導入時に研ಟయ⣔が整ഛされࡎ同ᵝな状態にあった。 

OJT は重要であるがそれࡔけでは進໬の⃭しい IT 業界では取りṧされてしまう。特にソ

フトウェアᕤ学に関する研究組織をもたない௻業では現場で౑われている技術のྍ視໬や

ྥ上は㞴しい。そこで当社では業界᭱新の⇽∓⇞⇍⇕⇮⇿∞⇟⇯∏∞⇱∙⇖（PBL: 

Project-Based Learning）研ಟを取り入れたⅤIT ⇟⇓∑ኒᄂ̲Ӗᜒ∈⇭∑Ⅵ（図 5）をయ⣔

໬し、ୗグを≺いとして平成 30 年度より提౪㛤始するண定である。 

ձ᭱新 IT知識㺃スキルのయ⣔的⩦得（OJTの⿵᏶࣭支᥼）  

16

24

44

2
5

9

0

10

20

30

40

50

2014 2015 2016

高度᝟ሗฎ⌮技術⪅ヨ㦂

CITP

ɶᩓ⇝∞⇬⇉∞⇈⇊ CITP ≗׋ ᛐᚰ

ૠ 

平成 �� 年度 &,73 フォーラム �-8$6 アドバンスド研究会ࠉ活動報告書

110



5 
 

ղ学び㺃⪃え続けることの⩦័໬ 

ճ入社 3 年間でඹ通的に必要な基♏実㊶力を⩦得 

մ኱学ᩍ⫱のプロジェクト␲ఝయ㦂がపいための⿵ᙉ 

IT ≘׋ ⇟⇓∑ኒᄂ̲Ӗᜒ∈⇭∑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に入社 3 年目には基♏実㊶力⥲合₇⩦を設け、SE に求められる基♏実㊶の早期力⩦得

を図るண定である（図 6）。 

 

 

 

 ∆∏∈⇓∐⇑↝ᄽܱោщዮӳ๫፼ؕ ≙׋

 
 
 
 
 

 

ίᾁὸἥἊ἟ἋἋỿἽኒᄂ̲˳ኒ 

当社ではコンࢧル࢕ࢸング業ົなどより௜加価್の㧗いࣅジネスのᣑ኱を目指しており、

それに必要なࣅジネススキルయ⣔をୗグの⪃え方で整ഛしている。（図 7）。 

࣭入社 3年目までにࣅジネススキル基♏（ᩥ書表現力、ㄽ理的ᛮ⪃、問題ゎỴ）を学ࡪ 

࣭重要なࣅジネススキルは基♏からᛂ用までをẁ㝵的に⧞り㏉し学ࡪ 
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 ᄂ̲˳ኒ∑⇓⇟⇟⇳⇞⇹ ≚׋

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ίᾂὸऴܖإỉ࣏ᙲἋỿἽửỽἢὊ 

平成 28年日本学術会議は学問として「情報学ศ㔝」を⟇定し情報学に必要なジェネࣜッ

クスキルとしてᛯྸႎ࣬ᎋ⅚բ᫆ႆᙸ⅚ᛢ᫆ᚐൿ⅚⇙∅∋⇱⇗∞⇝∍∙⅚∐∞⇦∞⇝⇩⇽

などをᣲげ、ᚑ᮶のㅮ義࣭₇⩦に加え⇽∓⇞⇍⇕⇮ܖ፼≋PBL≝ProjectBasedLearning≌も

必要と提ゝしている[6]。௒ᅇసり上げた ITスキル研ಟయ⣔とࣅジネススキル研ಟయ⣔は

情報学の要求を満たしている。 

 

ⅹ↾↹↚ 

 平成 27年度から専ᒓ要員 2ྡを඘て CPSSᨵゞのプロジェクトを進めてきた。2017年 4

᭶ 1 日には IPAより iCD活用ࢦールド௻業認証をᡝいたが、それ以上にᡭࡈたえをឤࡌる

のは現場技術者と一యで 3年間にわたり⫱成య⣔の基♏をసり上げてきたことである。ヲ

⣽な制度はこれからになるが㦵格は⣡得いくものであり、実㊶的な研ಟయ⣔と合わせ㧗い

活用が期ᚅされる。ᨵめてヨ行㒊⨫のみなさࢇにはឤㅰを⏦し上げたい。 

以上 

[1] Yoshifumi Nakata  
http://www.haas.berkeley.edu/groups/online_marketing/facultyCV/papers/Cole_Rober

t_The_Japanese_Software_Industry.pdf 

[2] https://www.ipa.go.jp/jinzai/hrd/index.html  
[3] IT 人ᮦⓑ書 2012 ⊂立行ᨻ法人情報処理推進機ᵓ（IPA）2012 年 5 ᭶ 
[4] https://www.ipa.go.jp/jinzai/hrd/i_competency_dictionary/index.html 
[5]旭寛治(2014)「認定情報技術者制度(1)㸫制度のᴫ要㸫」ࠗ情報処理࠘➨ 55ᕳ➨ 8ྕ 

[6]኱学ᩍ⫱のศ㔝別㉁保証のためのᩍ⫱課⛬⦅成上の参↷基準 情報学ศ㔝  

平成 28年 3᭶ 23日 日本学術会議情報学ጤ員会情報⛉学技術ศ⛉会 
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